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第２節 各教科、道徳、特別活動及び総合的な学習の時間における環境教育の学習指導事例

１ 国語科における環境教育の学習指導事例（第４学年）

環境教育の視点とのかかわり
国語科において育成する資質・能力は、環境教育を推進する上での基礎・基本となるものである。本事例は、自然や

社会、人間とのかかわり等、環境を題材にした教材文を読んだり、環境についての自分の考えを書いたりする活動を通
して、環境への関心を高めるとともに、環境に対する見方や考え方を深めようとするものである。

また、児童が、本事例で身に付けた報告書の書き方を、総合的な学習の時間での発表の活動に生かせるように配慮し
ている。

段落のつながりに気を付けて読もう１ 単元名
教材名 「ツバメがすむ町」

２ 単元について
本教材では、ツバメというなじみの深い鳥について「ツバメの数は減っているのか 「減っているとしたら、それはな」

ぜなのか」という問題提起から始まり、その疑問を解決するために行った二つの調査活動が扱われている。二つの調査に
ついては、それぞれ方法、結果、考察が形式段落ごとに分けて順序よく書かれており、最後に疑問に対する答えと二つの
調査を行っての筆者の考えがまとめられている。問題提起、事例１、事例２、まとめという説明文の基本的な文章構造が
とらえやすい書き方になっている。
本単元では、まず最初にこの文章構造を基に 「段落と段落のつながり」ということに目を向けて、書かれていること、

を正確に読み取らせていきたい。また、この調査内容の観点や文章構造は、表現活動にも活用することが出来る。そこで
教材の読み取りの後で実際に身近な自然に目を向けたフィールドワークを行い、その経験を説明文の構造を生かした文章
としてまとめさせたい。このようにテーマを決めて自然を観察し、その結果を文章にまとめる活動は、児童にとって自然
に親しみを感じたり、自然について考えたりするよい機会になると考える。また、各自が書いた報告文をお互いに読み合
うことで、自分では気付かなかった自然の見方に気付かせたい。

フィールドワークは、理科単元「すずしくなると」の、初秋の植物や昆虫の様子を観察する学習の中で２時間扱いで行
う。季節の変化に着目した観察を行った後で、発展として学校の自然について、知りたいことや疑問に思うことからテー
マを決めて、調査することにした。

３ 単元目標
( ) 身近な生き物の暮らしに興味をもち、進んで文章を読んだり、調査したことや考えたことを詳しく書こうとしたりし1

。 （ ）ている 関心・意欲・態度
( ) 調査したことについて疑問、調査（内容、方法、結果、考察 、まとめをはっきりさせて書くことができる。2 ）

（書くこと）
( ) 教材文の内容を疑問、調査（内容、方法、結果、考察 、まとめなどの項目に即して、段落に注意しながら整理する3 ）

ことができる。 （読むこと）
文章中での段落の役割を理解することができる。 （言語事項）(4)

４ 単元の指導計画・評価計画

ア 国語への ウ 書く能力 エ 読む能力 オ 言語についての
関心・意欲・態度 知識・理解・技能

・身近な生き物や環境に興味 ・調査したことについて ・教材文の内容を疑問、 ・文章中での段落の役割単
をもち、進んで文章を読ん 疑問、調査（内容、方 調査（内容、方法、結 を理解している。元
だり、調査したことや考え 法、結果、考察 、まと 果、考察 、まとめなどの ） ）
たことを詳しく書いたりし めをはっきりさせて書 の項目に即して、段落評
ようとしている。 いている。 に注意しながら整理し価

ている。規
準

①身近な自然に興味をもって ①自分が調査したことに ①教材文を（それぞれの ①各まとまりの役割やま学
文章を読んだりまとめたり ついて疑問、調査（内 役割をとらえて）まと とまりの中での段落の習
しようとしている。 容 方法 結果 考察 まりに分けている。 役割を（既習の説明文活 、 、 、 ）、

まとめを段落ごとに分 の構成と比べて）理解動
けて （分かりやすい） している。に 、
報告文を書いている。お

け
②自分の調査したことを（読 ②身近な自然や環境に対 ②各段落の要点を疑問、る

んでもらうことを意識し する自分の考えを（詳 調査（内容、方法、結具
て）進んで書こうとしてい しく）書いている。 果、考察 、まとめなど体 ）
る。 の項目に着目して（的の

確に）まとめている。評
③友達の作品を（伝えたいこ価

とをとらえて）読もうとし規
ている。準
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５ 指導と評価の計画

時 主な学習活動 学習内容 評価規準・評価方法

１ 単元の見通しをもつ
○調査活動に興味をもつ。 ○単元全体の見通し ア①
○教材文を読んで感想をもつ。 ○ツバメや調査に関心をもつ ・発表の様子や態度の観察

こと ・感想の考察

「ツバメがすむ町」を学習する
○教材文を四つのまとまりに分けて小 ○文章構成

見出しを付ける。 問題提起 事例 事例２ ア① エ①② オ①２ （ 、 、 、1
○各まとまりに書かれている内容を整 まとめ） ・発表の様子や態度の観察３

理する。 ○要点のまとめ方 ・ワークシートや書き込み４
（内容、方法、結果、考察に 用紙の考察５

即した読み取り）６
○筆者が使った書き込み用紙を想像し ○フィールドワークの方法７

て作る。 ○考察の仕方
○書き込み用紙のまとめ方

テーマを決めて調べる
○テーマを決めてフィールドワークの ○自然に目を向けたテーマ ア①８

計画を立てる。 例：花の色、木の本数や種 ・発表の様子や態度の観察
類、木の実の色や大き ・計画用紙、記録用紙、ま

○自分のテーマにそって学校の敷地内 さなど とめ用紙の考察理科
をフィールドワークし、調べたこと ○調査方法（ ）１
を記録用紙に記録する。 例：数を数える、長さを測（ ）２

（理科 ９月単元「すずしくなると」 る、拾い集める、比べ
において実施） るなど

○調査項目
例：色、形、数、大きさ

など

「観察の様子」

○フィールドワークの結果を整理す９
る。

「図書室での活動の様子」○分からなかったことを図書室で調べ ○図鑑、事典の使い方
る。

○文章構成 ア② ウ①②調べたことを報告文にまとめる
○文章構成に気を付けて報告文の下書 ○情報の取捨、選択 ・下書き用紙や報告文の考１０

きをする （本時） ○自分の考えを書くこと 察。
○段落に気を付けて報告文の清書をす （結果に対する考察、自然に１１

る。 対する考え）

○友達の伝えようとすること ア③作品を読み合う
○友達の作品を読み、感想を書く。 に関心をもって読むこと ・感想カードの考察１２

○自然に対する興味・関心 ・態度の観察

（ ／ ）６ 本時の学習 10 12
(1) 目標

文章構成に気を付けて、報告文の下書きをすることができる。

(2) 評価規準
ア 自分が調査したことを基に、身近な自然や環境についての考えを詳しく書こうとしている （関心・意欲・態度）。
イ 自分が調査したことを疑問、調査（内容、方法、結果、考察 、まとめの項目に整理して書いている。）

（書くこと）
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展開(3)

フィールドワークの結果の整理前時の学習内容

○指導 ・評価 ☆援助学習活動 学習内容

１ 本時の学習内容をつか ○相手意識 ○フィールドワークで調べたことを友達に伝
む。 えるための報告文であることを確認する。

○教材文「ツバメがすむ町」の読み取りをし文章の構成に気を付けて、報告文の下書きをしよう。
た際の文章構成を思い出させる。

○「ツバメがすむ町」で使っていた項目ごと
２ 報告文の文章構成を確 ○文章構成 の文末表現を振り返る。

認する。 ・疑問
・調査（内容、方法、

結果、考察）
・まとめ

○文末表現
・疑問 ～といった疑問がわいてきました。
・調査 内容 そこで～を調べてみることにしました。

方法 調べます。記録します。
結果 ～が分かりました。～でした。
考察 ～ようです。

・まとめ ～が分かりました。～ようです。～でしょう。
「個別学習で確認する」

３ 報 告 文 の 下 書 き を す ○書く事柄の選択 ○文章構成を上に書いた下書き用紙を用意す
る。 ○項目ごとに段落を変えるこ る。

と。 ○報告文の文章構成と自分がフィールドワー
○項目に合った文末表現を選 クをした時の計画用紙・調査結果のまとめ

んで書くこと。 用紙を対比させ、どんな順序で何を書けば
よいのかをイメージさせてから取り組ませ
る。

○結果の部分には、疑問に対する答えだけで
なく、調べたことをできるだけ詳しく書か
せ、それを考察に生かすようにさせる。

○結果の中にいくつかの項目がある場合は、
内容によって段落を変えるよう助言する。

○考察は、結果全体を振り返り、考えられる
ことやなぜそういう結果になったのかとい
う理由を自分なりに考えて書かせる。

○まとめには、調べた内容に対することや、
学校の自然に対する考えを書かせる。

「 」個別学習で下書きをする
＜評価（・）と手立て（☆）＞
・自分が調査したことを基に、身近な自然や環境について考えを詳しく

書こうとしている （下書き用紙）。
・疑問、調査（内容、方法、結果、考察 、まとめの項目に整理して自）

分の調査したことを書いている （観察、下書き用紙）。
☆項目ごとに整理して自分の調査したことを詳しく書いている児童は称

賛し、さらに結果のまとめ方を工夫したり、自然や環境に対する考え
も書いたりできるように助言をする。

☆自分の調査したことを項目ごとに簡単に書いている児童には、結果の
、 、中に 疑問に対する答えだけでなく調査の中で気付いたことも書かせ

それを考察にも生かすように助言をする。
☆項目ごとに整理して書けない児童には、調査の計画用紙、結果のまと

め用紙にもどって、何をどの項目に書いたらよいか確認させる。

４ 次時の学習への見通し ○次の時間には下書きを見直し、報告文を清
をもつ。 書することを知らせる。

次時の学習内容 下書きを見直し、報告文を清書する。
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７ 資料 
《フィールドワークの記録用紙》            《報告文の下書き用紙》 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
８ 報告文の書き方が生かされた例 
《総合的な学習の時間「クリーン大作戦」の発表原稿》 
  ごみや環境の問題について考えた「クリーン大作戦」の発表会の際には、報告文の書き方を生かして、発表原稿を作成

した。きっかけ、実際の活動、分かったこと、生活に生かしたいことなどの項目ごとに発表することをまとめた。 
 
                            実際の活動 
                              ① 
 
                              
きっかけ 
 
                            実際の活動 
                              ② 
                             
 
 
 
実際の活動 

①                         分かった 
                               こと 
 
                            生活に 
                            生かしたい 
                            こと 


